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仕事と生活の調和のために効果的だと思われる支援や制度は？
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短時間勤務

在宅勤務制度

テレビ会議システム

webミーティングシステム

一時預り保育支援制度

研究用PC貸与、研究補助員雇用支援

休暇・休業制度の改善

意識啓発広報

その他

フッレクス・裁量労働
制、休暇制度の改
善、短時間勤務、在
宅勤務制度が効果
的だと考えられてい
る。

仕事と子育ての両立で大変だったことは？

男女とも時間的制約が
大きいと回答する職員
が多かったが・・・。

男性職員は
「配偶者が病
気になった際
の対応」。

女性職員は
「自分が病気
になった際
の対応」が多
い。

子育てはまだ女性が中心？
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時間的制約が大きい

精神的負担が大きい

経済的負担が大きい

周囲の理解が得られない

家族の協力が得られない

配置人数や代替え要員が少ない

介護休業期間が足りない

自分の病気の際の対応

配偶者が病気になった際の対応

距離的制約が大きい

ない（なかった）

その他

仕事と介護の両立で困難だったことは？

「時間的制約」「精神的負担」
「経済的負担」と回答した職
員が多い。

仕事と介護の両立のための制度等の周知が必要

育児

介護

様々な勤務の形態を選択できることが有効と考えている

働き方


